
様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

整理番号 ’ 3-6-3．’

経費項目 調蕊職潰･研修費･圃鼠癖蹟･薙赫鞘鋤費･鐸･資料{鱸.資辮入細事瀞賢人‘蹟

内 容 2月政務活動費郵送

年月 日 令和5年3月 7日 ・ 3月 12日 金額 590円

目的

使途

政務活動・

県政との

関連性

く領収琴占付枠＞

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

590円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

590円
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

蕊

整理番号 3-6-32

経費項目 薙形讃･研修費‘蝿広轤齋謝講瀧謄･会誇･資測鰔費 事務費’事翻讃･人{積

内 容 新聞購読令和6年3月分

年月 日 令和6年3月 30日 金額 1,650円

目的 県政、社会情勢に関する情報収集

使途 令和6年3月購読料

政務活動・

県政との

関連性

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く領収識占付枠＞
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お客様にまどころとともに新聞を
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案分の理由

後援会活動を含むため

按分する（1/2）

領収書金額(a)

3,300円

案分率(b)

1/2

政務活動費支出額(a×b)

1,650円



様式第1－1号

聿
日支出証拠

(会派名.議員氏名曇自民改革会議。江間治人

燕雨票悪爾鰄会議鮒辮･鮮陶噴事譲費⑳人罐経費項目

内 容 事務所電気代令和6年3月分

9,880円金額
令和6年3月 30日年月 日

政務活動費支出額(a×b)⑤

２

率

／

篝
－
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領収書金額(a)案分の理由

政務活動費、後援会活動

費､使用のため按分
9,880円％19,759円

整理番号 3-688

目的
一

使途
一

政務活動・

県政との

関連性

一

<領収書貼付枠＞

2階建てのうち1階を後援会と
攻務活動で賃貸喫約は別）
光熱費請求額は、 1階・2階を

含めるため、 1階部分のみを
対象とする。
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

I

整理番号 3-6-3-4

経費項目 認'暁費･研修費･鰯闇広轤･要識儲瀧噴･鐸･資料{癖．鰯騨噴事鑑･事翻懇

内 容 事務員雇用令和6年3月分

年月 日 令和6年3月 1日～令和6年3月31日 金額 48,784円

目的 一

使途

政務活動

県政との

関連性

●

く領収書貼付枠＞

0 ｳ

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分する

領収書金額(a)

69,325円

案分率(b)

野.5/67.5

政務活動費支出額(a×b)

48,784円



3-6-3-4

令和6年3月分給与(4月10日支払）

給与明細

※12円/kmで計算

支給合計 69,325円

総支給合計 70441円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人
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4 3月8日 金 10 00 15 30 5時間30分

5 3月12日 火 10 00 15 00 5時間00分

6 3月14日 木 10 00 15 30 5H割賀30分

7 3月15日 金 10 00 15 30 5時間30分

8 3月19日 火 10 00 15 00 5時間00分

9 3月21日 木 10 00 15 00 5時間00分

10 3月22日 金 10 00 15 30 5時間30分

11 3月26日 火 10 00 15 00 5時間00分

12 3月28日 木 10 00 15 00 5時間00分

13 3月29日 金 10 00 15 OO 5時間00分
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67時間30分
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19卯円

小計

67,500円

交通費
勤務日数

13日

距離

11.7km 1,825円

後援会資料配達交通費
距離

930km

計

1,116円



3－6－3－4

会派様式第5号

雇用実績表

3月分 氏名 ■■■■■

日 曜日
雇用
時間数

うち政務活動
業務時間数

政務活動業務内容

1 金 ‘ 5時間00分 4時間00分 来客対応･スケジュール管理･政務活動費集計
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28 木 5時間00分 3時間30分 来客対応･スケジュール管理･資料作成

29 金 5時間00分 3時間30分 来客対応･スケジュール管理･資料作成
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計 (A) 67時間30分 (B) 47時間30分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 6 年 3月 31 日

会派･議員名 自民改革会艤江間治人

{政務活動費充当計算}…①又は②の算式を用いて､政務活動費充当分を算出する。

①(B){47時間30分｝ ×単価{ 1,000円}= 47,500円 ､

交通蓋 1,825円 × 47.5 / 67.5 {(B)/(A)} = 1,284円

②総支給額｛ 69,325円｝ × (B) /(A) = 48,784 円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

｝

整理番号 3-6ざ3石

経費項目 調甑職費･研修費･広聴広轤･嬬熊報鱸･会議･緋胸讃･鮮糖入費･事譲･事辮唖

内 容 事務員雇用令和6年3月分

年月 日 令和6年3月1日～ 令和6年3月31日 金額 53,814円

目的

使途

政務活動

県政との

関連性

●

く領収識占付枠〉

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分する

領収書金額(a)

69,045円

案分率(b)

53／68

政務活動費支出額(a×b)

53,814円



－533－6－

－－
》
“簿
欝
溌

支払い）月分給与令和6年 （ 4月1@g3

給与明細

外

※12円/kmで計算

支給合計 69,045円

総支給合計 70,108円

磐田市中泉3丁目5番地17
静岡県議会議員江間治人

月日 曜日 出勤時刻 退勤時刻 休憩 勤務時間

1 3月2日 土 10 00 15 30 5時 530分

2 3月4日 月 10 00 16 00 6時 500分

3 3月6日 水 10 00 16 00 6時 500分

4 3月9日 土 10 00 15 30 5時 罰30分

5 3月10日 日 10 00 12 00 2時 W00分

6 3月11日 月 10 00 15 30 5時間30分

7 3月13日 水 16 ” 15 30 5時閉30分

8 3月16日 土 10 00 15 30 5時 閾30分

9 3月18日 月 10 00 15 30 5時 閉30分

10 3月23日 土 10 00 15 00 5時I閏00分

11 3月25日 月 10 00 15 30 5時 閉30分

12 3月27日 水 10 0O 15 30 5時 530分

13 3月30日 土 10 00 15 00 5時間00分

I

合計 68時間00分

給与

総勤務時間

68時間00分

超勤時間

時給

1,000円

分

小計

68,000円

交通費
勤務日数

13日

距離

6.7km 1,045円

後援会資料配達交通費
距離

88.6km

計

1,063円



3－10－3－5

会派様式第5号

雇用実績表

3月分 氏名 ■■■■■

日

露蕊職

日曜
雇用
時間数

溌驚撚識灘議灘灘

うち政務活動
業務時間数

蕊蕊騨騨蕊蕊識

政務活動業務内容

蕊蕊認識蕊蕊蕊譲蕊蕊蕊蕊霧蕊
2

蕊蕊
－

土
識

5時間30分

霧蕊蕊霧蕊蕊蕊
4時間30分

蕊灘灘蕊灘蕊溌瀞

政務活動費書類作成､来客対応､スケジュール､書類整理

鵜露霧蕊議議蕊霧講騨議鍵議鶴驚蕊
4 月 6時間00分 5時間00分 書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

灘量議識鰯驚瀧織灘灘蕊灘職瀧蕊議議難識灘溌灘灘鴬灘蕊懸灘溌議灘灘蕊騨織溌繍識灘
6 水 6時間0O分 5時間00分 書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

蝿
繊
灘
蕊
識蕊議蕊議蕊蕊灘驚
蕊蟻§蕊鰯 》
一
一

9 土 5時間30分 4時間00分 書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

10 日 2時間00分 1時間00分 来客対応｡書類作成

11

蕊鰯：
月
瀬

5時間30分

霧霧霧霧霧蕊蕊蕊蕊霧

書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

霧蕊認蕊爵蕊蕊識蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊鍵瀧蕊

13
－

水 5時間30分 4時間30分 ’1書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

灘驚蕊蕊灘驚 :慧識蕊蕊灘農騨溌蕊鍵灘蕊難蕊蕊溌蕊篭溌蕊螺鍵蕊灘蕊蕊溌§蕊蕊溌蕊蕊蕊蕊蕊

蕊鰯驚蕊鐸蕊

》

蕊蟻議蕊磯議識蕊溌蕊蕊溌燕蟻識識蕊議蕊灘蕊議識蕊蕊霧灘識議識蕊蕊鵜
16

灘
18

｜

土

鶴

月

、 5時間30分

蕊議灘蕊灘熱蕊蕊
5時間30分

4時間30分 ‘

蕊識蕊蕊議灘灘
4時間00分

書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

驚蕊蕊霧蕊蕊蕊羅蕊蕊難鍵鍵灘蕊蕊
書類作成･整理､来客対応､スケジュール

纐勧蕊 溌驚潅瀧 謀議認灘繊議篭蕊鐵鐵織騨溌蕊蕊灘蕊蕊蕊議蕊灘識蕊蕊蕊議蕊蕊溌蕊蕊蕊譲蕊蕊驚鍵灘蕊謹
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雛蕊蕊蕊§

漉韓灘:蕊罰舞堂識;蕊無蕊蕊穂識蕊議蕊蕊灘溌灘蕊鱗蕊§鰯慧驚蕊鵜蕊蕊議蕊溌蕊溌騨議蕊議蕊蕊

難
灘
雛
職

l溌蕊議蕊譲騒鍾蕊鍵鍵鍵

》
》
》一

一
獺

３２ 土
蕊

5時間00分

蕊驚譲蕊溌蕊譲蕊

4時間00分

蕊蕊蕊灘蕊蕊蕊

書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

蕊蕊驚溌鍵蕊灘蕊霧蕊蕊蕊蕊蕊蕊脅蕊

灘
５２ 月

溺蕊
5時間30分

蕊霧蕊蕊蕊蕊蕊…
類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

蕊蕊蕊蕊蕊溌議溌蕊識蕊溌溌鍵蕊蕊

”
｜
灘

水
一
灘

5時間30分

蕊蕊議蕊騨難灘溌

4時間00分

蕊驚蕊議蕊溌灘蕊

頃作成･整理､来客対応､スケジュール

瀧溌驚蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊騨議織蕊蕊§

綴鰯；蕊墨譲一§灘蕊灘蕊職識灘蕊灘驚灘溌灘蕊騨灘 蕊鱗灘蕊騨蕊鍵蕊蕊鶏蕊難蕊識蕊溌蕊蕊

30
－

土 5時間00分 4時間00分 書類整理､HP更新､来客対応､スケジュール

驚瀞蕊蕊薗蕊蕊織蕊蕊灘灘蕊溌蕊蕊溌溌灘鍵蕊蕊蕊職蕊#綴溌蕊驚蕊蕊騨蕊識識溌蕊蕊灘
計 (A) 68時間.00分 (B) 53時間00分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和 6 年 3月 31 日
会派･議員名 自民改革会議江間治人

{政務活動費充当計算}･･･①又は②の算式を用いて､政務活動費充当分を算出する。

①(B){ 53時間00分｝ ×単価{ 1000円}= 53,000円

交通費 1,045円× 53 / 68 {(B)/(A)I = 814円

②総支給額｛ 69,045円｝ × (B)/(A) = 53,814 円



様式第1－1号

聿
日支出証拠

政務活動費支出額(a×b)案分率(b)

1/2

領収書金額(a)案分の理由

後援会活動を含むため

按分する（1/2）
967円1,934円

整理番号 3-6-3-6

経費項目 調部暁費.研嬢.鰯雛識費霊識欝翻賢会議･鮮昨耀 事務費｡事緬費･人'犢

内 容 新聞購読令和6年3月分

年月 日 令和6年3月25日 金額 967円

目的 県政、社会情勢に関する情報収集

使途 令和6年3月購読料

政務活動・

県政との

関連性

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

＜領収書貼付枠＞

画
I

:払込受領証(お客梯控）

受
取

人

金
額

聖教新聞販売店

山口 邦彦

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

淵

登録番号:T4810687993477

¥1.934

収納代行株式会社ジヤツクス
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ご請求書
このたびは聖教新聞をご購読いただき誠にありがとう
ございます。

お支払いは、この払込取扱票により、記載のお支払
期限までにお支払いください。
お問い合わせは、右の宛名面に記載の「お問い合わ
せ先（差出人） 」までお願いいたします。
〃ロ ･一幸 ロ、同ロ姉、 ．“ロ 、 壱・畦守浬壺圭_L毎口8コ宛÷

下記の通りご請求申し上げます。

uU和刈季 TU f届二.1ル

（8％対象 ￥1,934消費税 ￥1

グ
、
Ｉ
Ｊ
″

－
３
．
４

I了

お
支
払
い
の
際
は
、
右
の
宛
名
部
分
を
切
り
離
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

１
報
Ｆ

ご購読年月2024年03月(03/01～03/31)
ご請求金額¥1,934
お支払期

請求番号

限2024年04月1旦旦一一

受領印

I~~~-…~…~~~.~.~…Z.i

l収入印紙貼付欄！
i /.."F-･--、 ’

、1、

/1 受霞醜錐鐘
' ：….-亘.4葱漕5

■■

品 目 定価（税込） 部 数 金額（税込）

聖教新聞※
■ ■一

¥1,934 1部 ¥1,934

に 計金額(税込） 欝『 ￥1,934


